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東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所では、2 号機から燃料デブリの試

験的取り出しを行い、回収物を構外輸送し茨城地区で分析することが計画されている。取り出

された燃料デブリの分析結果は、将来的な燃料デブリ管理の各工程（取り出し、収納、移送、

保管等）の検討にフィードバックされ、必要な技術開発に活用することが期待されている。試

験的取り出しでサンプリングされる燃料デブリは数グラム程度が予定されており、その後、段

階的に取り出し規模を拡大させていくことになる。試験的取り出しにおいては、構外輸送に係

る関係法令に則って事前に合理的な輸送容器を検討することが必要になる。本報では物質組成

や性状が不明瞭な燃料デブリ回収物の安全評価に資するため、少量燃料デブリの構外輸送に向

けた A 型輸送容器の適用性評価を行った。 
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the processes (retrieval, transportation and storage) in the fuel debris management as feedback, and also 

for the development of technologies necessary in the future. The weight of fuel debris in the trial retrieval 
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classification and the classification is decided according to the radioactivity of the material in the 

container. In this report, we evaluated the applicability of the Type A transport container to contribute to 
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1. 序論 
 

東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所（以下、「1F」という。）では、2 号

機から燃料デブリの試験的取り出しを行い、回収物を構外輸送し茨城地区で分析することが計

画されている 1)。取り出された燃料デブリの分析結果は、将来的な燃料デブリ管理の各工程（取

り出し、収納、移送、保管等）の検討にフィードバックされ、必要な技術開発に活用すること

が期待されている 2)。試験的取り出しで取り出す燃料デブリは数グラム程度が予定されており、

その後、段階的に取り出し規模を拡大させていくことになる。試験的取り出しにおいても、他

の放射性物質の構外輸送と同様に、構外輸送に係る関係法令 3)に則って事前に合理的な輸送容

器を検討することが必要になる。輸送容器は内容物の放射能レベル等に応じて適用区分が決定

される。従来の放射性廃棄物や使用済燃料であれば、対象物の評価条件（重量、放射能、照射

条件等）が既知であることや評価手法が確立していることから、適用区分の検討は比較的容易

である。一方、燃料デブリの場合には物質組成が様々で不明瞭なこともあり、未だ燃料デブリ

輸送の安全評価に係る指針は確立されていない。このため、当面は従来の法令に則りながらも

極端な安全裕度を仮定しなくてもよい合理的な評価手法を模索し利用していく必要がある。 

試験的取り出しの当面の分析対象は少量に限定されることから、充分に遮蔽を施した A 型輸

送容器の利用が合理的であると考えられる。構外輸送に関する法令上 3)、A 型輸送容器の適用

には A2 値比が 1 以下であるという条件が求められる。本報では物質組成や性状が不明瞭な燃

料デブリ回収物輸送の安全評価に資するため、保守的仮定と科学的根拠に基づき、輸送法令の

制限事項を考慮した手法を考案しその適用性を確認する。 

 

2. 評価手法 
 

本章では、1F2 号機の試験的取り出しで採取された回収物に対して A 型輸送容器を適用する

ための考え方と具体的な評価手法について、2.1~2.3 で説明を行う。 

 

2.1 燃料デブリ回収物の輸送評価の考え方 
輸送法令 3)では内容物の形状や放射能量によって適用可能な輸送容器が区分けされている。

その大まかな概要を表 1 に示す。まず、放射能レベルに応じて L 型輸送、A 型輸送、B 型輸送

の 3 つに分類される。含まれる放射性物質が極少量のものは L 型、大量のものは B 型、その中

間量の場合には A 型、として扱われる。A 型の場合にはまず、内容物が特別形か非特別形かの

判断基準が設けられている。特別形とは内容物が漏出しないように強固なステンレス鋼カプセ

ルなどに密封されているもの、非特別形とは液体で実験等に使用されるためにガラスアンプル

に封入されているような形態のものである。特別形と非特別形では取り扱い可能な放射能量が

異なっており、特別形では A1 値以下、非特別形では A2 値以下であることが求められる。A1 値、

A2 値とは核種毎に法令 3)によって定められた放射能であり、内容物が特別形で A1 値超、内容

物が非特別形で A2 値超の場合には B 型輸送容器で対応する必要がある。 

採取されてきた燃料デブリはステンレス鋼カプセルなどに密封されていない裸の状態である
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ため非特別形として扱われる。A2 値以下であることを確認するには、前提として内容物に含有

する核種や核種数、放射能量を明らかにしておく必要がある。ただ、燃料デブリ中に存在する

であろう核種数は約 1,600 核種と膨大になることからそれら全ての把握は困難である。このよ

うに内容物が不明瞭なものに対する場合には、法令では次式で評価するように定められている。 

 

A�値比������� ��𝑥𝑥�
𝑋𝑋� �

𝑥𝑥�
𝑋𝑋� �⋯� 𝑥𝑥�

𝑋𝑋� � �
�

 ⋯��� 

 

𝑥𝑥�, 𝑥𝑥�,⋯ , 𝑥𝑥�は対象物中の核種毎の放射能量（Bq）を、𝑋𝑋�, 𝑋𝑋�,⋯ , 𝑋𝑋�はそれぞれ𝑥𝑥�, 𝑥𝑥�,⋯ , 𝑥𝑥�に係る

各核種に対する法令表記載 3)の放射能量（Bq）を示す。両者の比をとり、合計した値を A2 値比

と呼び、これが 1 以上である場合には A 型輸送を行うことはできない。燃料デブリ回収物に対

して式(1)に基づく手法を構築し、A 型輸送容器の適用性評価を行うものとする。 

 

表 1  輸送容器の分類 

 

2.2 燃料デブリ回収物の核種インベントリ 
燃料デブリ回収物中の放射能量を約 1,600 核種について測定し把握することは困難である。

そこで、ここでは詳細な核種インベントリ計算により推定したデータを活用する。具体的には

参考文献 4), 5)で開発されたデータを用いる。このデータは 1F 各号機の実機管理データに基づい

た可燃性毒物や微量不純物放射化を含めた燃焼・放射化計算によって、全炉心の 3 次元核種イ

ンベントリを推定した結果である。例えば、1F2 号機には事故時炉内に燃料集合体が 548 体装

荷されていた。1F2 号機の計算では、燃料集合体 548 体の垂直方向を 24 ノード領域分割した合

計 13,152 領域について事故直後のインベントリ（重量）が取得されている。結果には BWR 特

有の減速材ボイド率や燃焼度分布が反映されたものとなっており、1 ノード領域あたり約 1,600

核種のデータが収納されている。このデータは過去知見の 1F 組成データ 6)から、実機運転管理

データを基にした計算手法の見直しなど、質・量ともに改善されたものとなっている。 

 

2.3 A 型輸送容器の適用性評価 
 A 型輸送評価について検討した具体的な手法を説明する。ここでは 1F2 号機データを用いる。

まず、炉停止直後の全 13,152 ノード領域のインベントリに対して任意期間まで崩壊計算を行

特別形の数量
(Bq)

非特別形の数量
(Bq)

L型輸送 A1値×1/1,000以下
気体・固体：A2値×1/1,000以下

        液体：A2値×1/10,000以下

A型輸送 A1値以下 A2値以下

B型輸送 A1値超 A2値超
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う。任意期間は 2022 年時点とする。崩壊計算には複雑な壊変チェーンにもロバストに対応が可

能なチェビシェフ有理近似法 7)を採用している。事故進展から言えば、燃料溶融時に揮発性 FP

や希ガスは燃料デブリ中から放出しているものと考えられているが、この計算では保守評価の

観点から考慮しない。2022 年時点の全ノード領域の核種重量と核データを使って放射能を算出
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に記載のある核種については記載の放射能データに従う、(b) 娘核種の半減期が 10 日以下で平

衡が成立している核種は親核種だけ考慮する（A2 値は親と娘の A2 値の小さい方を使う）、(c) 

輸送法令に記載のない核種については不明核種として [TBq]を用いる。 

燃料デブリ組成は UO2 と ZrO2 が混合した酸化物主体のものや、構造材コンクリート成分主

体の MCCI、ステンレス鋼主体の金属系のものなど様々であることが予想される。ここで組成

は保守的観点から全て溶融燃料成分だと仮定し、ノード領域毎の放射能データはウラン 1g あ

たりの放射能量に規格化した。式(1)、崩壊計算後の放射能データ、A2 値ライブラリを用いて全

ノード領域に対して A2 値比の計算を実行する。これが 1 未満であれば A 型輸送容器の適用条

件を満たすことになる。 

 

  

JAEA-Research 2024-017

- 3 -



3. 評価結果 
 

1F2 号機からの燃料デブリ回収物を仮定し A 型輸送容器の適用性評価を実施した。本章では

その結果について説明する。 

 

3.1 A2 値比の結果 
 式(1)、崩壊計算後の放射能データ、A2 値ライブラリを用いて全ノード領域に対して A2 値比

計算を行い評価した。結果を図 1 に示す。ここでは全ノード領域の A2 値比とノード燃焼度の相

関を整理した。取り出し後の回収物全量をウラン 1g とした保守的仮定において全ノード領域

で A2 値比は 1 を超えないことを確認した。また、A2 値比は燃焼度に依存して大きくなること

を明らかにした。これは主に燃料燃焼に伴うアクチノイド核種（Pu-238、Cm-244、Am-241(Pu-

241 崩壊)等）の増大によるものである。また、A2 値比は最高燃焼度よりもやや低い位置で最大

になっていることが分かった。これはボイド率等の運転条件に依存する U-238 の転換等により

A2 値比支配核種の生成量が影響を受けるためである。図 1 より最大 A2 値比はおよそ

0.51[Bq/Bq/1gU]であることが確認できる。最大 A2 値比に寄与する核種について上位 20 核種を

表 2 に示す。前述したようにアクチノイド核種である Pu-238、Cm-244、Am-241、Pu-241、Pu-

240、Pu-239 等の寄与が大きいことを確認した。また、Cs-134、Cs-137、Sr-90、Y-90、Eu-154 な

どの FP 核種も数パーセント程度寄与していることが分かった。図 1 において、低燃焼度付近

で A2 値比が異なる傾向となっている箇所があるが、これは天然ウラン燃料ノード領域の結果

である。通常の濃縮燃料よりも U-238 の割合が多いため早くに転換が進み、同一燃焼度の濃縮

燃料に比べて大きくなったものと考えられる。 

全ノード領域での最大 A2 値比 0.51[Bq/Bq/1gU]の結果を利用すると、回収物全量がウラン金

属かつ事故時揮発性元素の放出をゼロとする保守的仮定において回収物量 1.96g 程度までは A

型輸送容器が適用可能であることが示された。 
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程度であり、オーダーレベルなどで大きくは変わらないことが分かった。時間変化とともに寄

与核種も当然変化していくことが考えられるので、これについても確認を行った。図 3 に A2 値

比寄与核種毎の時間変化、図 4 にその割合の時間変化をまとめた結果を示す。これを見ると Pu-

238 は 50 年までの全期間において常に寄与が大きいことが確認できる。Cm-244 は約 12 年時点

までは Pu-238 に次いで寄与が大きいが、12 年以降は Pu-241 の β 崩壊で生成される Am-241 の

寄与が徐々に大きくなってくる。50 年時点において最大 A2 値比の寄与核種は Pu-238、Am-241

がメインで、その割合は 2 核種で約 80%を占めることが分かった。 

 

図 2  最大 A2 値比の時間変化 
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図 3  最大 A2 値比の寄与核種の時間変化 

  

図 4  最大 A2 値比の核種毎寄与割合の時間変化 
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4. 結論 
 

本報では物質組成や性状が不明瞭な燃料デブリ回収物の構外輸送に向けて、保守的仮定と科

学的根拠に基づく A 型輸送評価手法を考案しその適用性を確認した。1F2 号機の少量燃料デブ

リを想定したケースに対して、回収物全量が燃料溶融成分ウラン、燃料溶融に伴う揮発性元素

の放出なし、回収物の自己遮蔽なし、という保守的条件設定で評価を行った。その結果、A 型

輸送容器を適用可能な回収物量は 1.96g 程度であった。A2 値比に寄与する核種は燃料燃焼に伴

い増加するアクチノイド核種（Pu-238、Pu-239、Pu-240、Pu-241、Am-241、Cm-244）であるこ

とを確認した。 

ノード領域内での最大 A2 値比の結果を対象に、時間減衰を考慮した評価を行った。50 年経

過時点では A2 値比は約 0.40[Bq/Bq/1gU]程度であり、桁レベルなどで大きくは変わらないこと

が分かった。また、A2 値寄与核種は Pu-238、Am-241 がメインであり、その寄与割合は約 80%

であることを確認した。 

今回示した結果は、従来の法令に則りながらも極端な安全裕度を仮定しなくてもよい合理的

な評価手法を適用した一例である。今後更に燃料デブリ取り出しが進み輸送量拡大が見込まれ

る場合には、現場で得られた情報に基づいて現実的な条件を設定して輸送安全評価を行ってい

くことが肝要である。 
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付録 
 

TMI-2 燃料デブリの構外輸送に向けた A 型輸送容器の適用性評価 

 

 日本原子力研究開発機構（JAEA）にはスリーマイル島原子力発電所 2 号機（TMI-2）事故で

発生した燃料デブリのサンプル試料が保管されている。今後、1F 燃料デブリの分析精度を向上

するために、この試料の一部を構外輸送して詳細分析することが計画されている。そこで、TMI-

2 燃料デブリを構外輸送する際に、どの程度の輸送量ならば A 型輸送容器が適用可能であるか

を考案した手法によって検討したので付録として載せる。 

まず、TMI-2 燃料デブリの核種インベントリを計算するのに必要なデータの調査を実施した。

TMI-2 の炉型は PWR で 15x15 燃料配列の燃料集合体が使われていた。初装荷炉心で事故を起

こしており燃料集合体は事故直前には 177 体装荷されていた。集合体平均の初期濃縮度はそれ

ぞれ 1.98wt %（56 体）、2.64wt %（61 体）、2.96wt %（60 体）であり、炉心平均濃縮度は 2.54wt %

であった。炉心平均燃焼度は 3.25GWd/t と低く、燃料集合体軸方向を 7 ノード領域に分割した

評価において、炉内領域の最低燃焼度は 0.91GWd/t、最高燃焼度は 6.21GWd/t であった。商業

運転開始が 1978 年 12 月 30 日で事故緊急停止が 1979 年 3 月 28 日であるから運転期間は 88 日

で、事故から 2022 年時点まで約 43～44 年経過していることになる（本検討は 2022 年時点に

行ったものであるが約 2 年経過した現在であっても結果は大きくは変わらないと考えられる）。 

これら調査結果に基づいて核種インベントリ計算を行い、その後にA2値比計算を実施する。

まず、核種インベントリ計算を計 9 ケース行った。9 ケースは燃焼度 3 ケース（0.91、3.25、

6.21GWd/t）、濃縮度 3 ケース（1.98、2.65、2.96wt %）の組み合わせで、比出力は全ケース炉心

平均相当の 30MW/t で共通とした。使用した計算コードとライブラリは ORIGEN2+ORLIBJ40 で

ある。この計算により TMI-2 事故直後の核種インベントリを得た。 

A2 値比評価方法と結果について説明する。解析条件は 1F2 評価と同様に、燃料デブリ組成は

全て燃料溶融成分のウラン金属、燃料溶融に伴う揮発性元素の放出はなし、という保守的条件

設定とする。まず、得られた 9 つのインベントリデータに対して崩壊計算を実施する。ここで

は崩壊期間は 44 年とした。崩壊計算後のインベントリを核データにより放射能に換算しウラ

ン 1g あたりに規格化する。本文中の式(1)、放射能データ、A2 値ライブラリを用いて 9 ケース

に対して A2 値比計算を行い評価した。計算ケース一覧を表 A1-1 に、A2 値比に寄与する核種を

確認した結果を図 A1-1 に示す。図 A1-1 の結果は全核種ではなく寄与が大きい上位 15 核種を

示している。1F2 燃料デブリに比べて全体的に燃焼度が低い TMI-2 燃料デブリでは、Pu-239、

Am-241(Pu-241 崩壊成分)、Pu-240、Sr-90、Y-90 等が A2 値比への寄与が大きいことを確認した。

また、初期濃縮度の違いは U-238 転換を介して A2 値比に影響することを確認した。次に、濃縮

度と燃焼度と A2 値比の相関を表 A1-2、図 A1-2、図 A1-3 に示す。この結果から同一燃焼度で

あれば濃縮度が低いほど A2 値比は大きくなり、同一濃縮度であれば燃焼度が高いほど A2 値比

が大きくなることが分かった。つまり、低濃縮度かつ最高燃焼度の CASE3 が最大 A2 値比を与

えることになる。各ケースについて A 型輸送容器適用可能な輸送量を 30g と仮定して A2 値比

を評価した結果を図 A1-4 に示す。最大保守評価の場合においては、CASE3 の結果より輸送量
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付録 
 

TMI-2 燃料デブリの構外輸送に向けた A 型輸送容器の適用性評価 

 

 日本原子力研究開発機構（JAEA）にはスリーマイル島原子力発電所 2 号機（TMI-2）事故で

発生した燃料デブリのサンプル試料が保管されている。今後、1F 燃料デブリの分析精度を向上

するために、この試料の一部を構外輸送して詳細分析することが計画されている。そこで、TMI-

2 燃料デブリを構外輸送する際に、どの程度の輸送量ならば A 型輸送容器が適用可能であるか

を考案した手法によって検討したので付録として載せる。 

まず、TMI-2 燃料デブリの核種インベントリを計算するのに必要なデータの調査を実施した。

TMI-2 の炉型は PWR で 15x15 燃料配列の燃料集合体が使われていた。初装荷炉心で事故を起

こしており燃料集合体は事故直前には 177 体装荷されていた。集合体平均の初期濃縮度はそれ

ぞれ 1.98wt %（56 体）、2.64wt %（61 体）、2.96wt %（60 体）であり、炉心平均濃縮度は 2.54wt %

であった。炉心平均燃焼度は 3.25GWd/t と低く、燃料集合体軸方向を 7 ノード領域に分割した

評価において、炉内領域の最低燃焼度は 0.91GWd/t、最高燃焼度は 6.21GWd/t であった。商業

運転開始が 1978 年 12 月 30 日で事故緊急停止が 1979 年 3 月 28 日であるから運転期間は 88 日

で、事故から 2022 年時点まで約 43～44 年経過していることになる（本検討は 2022 年時点に

行ったものであるが約 2 年経過した現在であっても結果は大きくは変わらないと考えられる）。 

これら調査結果に基づいて核種インベントリ計算を行い、その後にA2値比計算を実施する。

まず、核種インベントリ計算を計 9 ケース行った。9 ケースは燃焼度 3 ケース（0.91、3.25、

6.21GWd/t）、濃縮度 3 ケース（1.98、2.65、2.96wt %）の組み合わせで、比出力は全ケース炉心

平均相当の 30MW/t で共通とした。使用した計算コードとライブラリは ORIGEN2+ORLIBJ40 で

ある。この計算により TMI-2 事故直後の核種インベントリを得た。 

A2 値比評価方法と結果について説明する。解析条件は 1F2 評価と同様に、燃料デブリ組成は

全て燃料溶融成分のウラン金属、燃料溶融に伴う揮発性元素の放出はなし、という保守的条件

設定とする。まず、得られた 9 つのインベントリデータに対して崩壊計算を実施する。ここで

は崩壊期間は 44 年とした。崩壊計算後のインベントリを核データにより放射能に換算しウラ

ン 1g あたりに規格化する。本文中の式(1)、放射能データ、A2 値ライブラリを用いて 9 ケース

に対して A2 値比計算を行い評価した。計算ケース一覧を表 A1-1 に、A2 値比に寄与する核種を

確認した結果を図 A1-1 に示す。図 A1-1 の結果は全核種ではなく寄与が大きい上位 15 核種を

示している。1F2 燃料デブリに比べて全体的に燃焼度が低い TMI-2 燃料デブリでは、Pu-239、

Am-241(Pu-241 崩壊成分)、Pu-240、Sr-90、Y-90 等が A2 値比への寄与が大きいことを確認した。

また、初期濃縮度の違いは U-238 転換を介して A2 値比に影響することを確認した。次に、濃縮

度と燃焼度と A2 値比の相関を表 A1-2、図 A1-2、図 A1-3 に示す。この結果から同一燃焼度で

あれば濃縮度が低いほど A2 値比は大きくなり、同一濃縮度であれば燃焼度が高いほど A2 値比

が大きくなることが分かった。つまり、低濃縮度かつ最高燃焼度の CASE3 が最大 A2 値比を与

えることになる。各ケースについて A 型輸送容器適用可能な輸送量を 30g と仮定して A2 値比

を評価した結果を図 A1-4 に示す。最大保守評価の場合においては、CASE3 の結果より輸送量

が約 30g 以下であれば A2 値比は 1 を超えないことが分かった。 
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表 A1-1  評価したケース一覧 

 
 
  

濃縮度 [wt %] 燃焼度 [GWd/t] 比出力 [MW/t] FP放出率 崩壊期間 [year] 備考

CASE1 1.98 0.91 30 放出なし 44 最低燃焼度

CASE2 1.98 3.25 30 放出なし 44 炉心平均燃焼度

CASE3 1.98 6.21 30 放出なし 44 最高燃焼度

CASE4 2.65 0.91 30 放出なし 44 最低燃焼度

CASE5 2.65 3.25 30 放出なし 44 炉心平均燃焼度

CASE6 2.65 6.21 30 放出なし 44 最高燃焼度

CASE7 2.96 0.91 30 放出なし 44 最低燃焼度

CASE8 2.96 3.25 30 放出なし 44 炉心平均燃焼度

CASE9 2.96 6.21 30 放出なし 44 最高燃焼度
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図 A1-1  A2 値比の寄与核種 

 
 
  

濃縮度 1.98 wt.% 濃縮度 1.98 wt.% 濃縮度 1.98 wt.%
燃焼度 0.91 GWd/t 燃焼度 3.25 GWd/t 燃焼度 6.21 GWd/t

A2値比合計 2.01E-03 Bq/Bq/1gU A2値比合計 1.10E-02 Bq/Bq/1gU A2値比合計 3.13E-02 Bq/Bq/1gU

核種 A2値比/1gU 寄与 核種 A2値比/1gU 寄与 核種 A2値比/1gU 寄与

Pu239 1.45E-03 72.0% Pu239 4.27E-03 38.8% Am241 1.65E-02 52.7%
Pu240 1.37E-04 6.79% Am241 3.71E-03 33.8% Pu239 6.55E-03 20.9%
Y_090 1.17E-04 5.81% Pu240 1.38E-03 12.5% Pu240 3.60E-03 11.5%
Sr090 1.17E-04 5.80% Y_090 3.94E-04 3.58% Pu238 1.60E-03 5.10%
Am241 1.03E-04 5.11% Sr090 3.94E-04 3.58% Pu241 1.16E-03 3.71%
Cs137 6.64E-05 3.30% Pu238 3.50E-04 3.18% Y_090 7.08E-04 2.26%
Pu238 1.59E-05 0.79% Pu241 2.62E-04 2.39% Sr090 7.08E-04 2.26%
Pu241 7.30E-06 0.36% Cs137 2.37E-04 2.15% Cs137 4.51E-04 1.44%
Sm151 1.60E-07 0.01% Sm151 3.73E-07 0.00% Cm244 6.57E-06 0.02%
Kr085 8.41E-08 0.00% Am242m 3.20E-07 0.00% Am242m 4.38E-06 0.01%
Th231 7.51E-08 0.00% Kr085 2.83E-07 0.00% Am243 3.06E-06 0.01%
U_236 7.05E-08 0.00% Np237 2.77E-07 0.00% Pu242 1.73E-06 0.01%
Np237 5.83E-08 0.00% U_236 2.29E-07 0.00% Np237 6.65E-07 0.00%
Th234 4.06E-08 0.00% Pu242 1.92E-07 0.00% Eu154 5.17E-07 0.00%
Tc099 1.78E-08 0.00% Cm244 1.82E-07 0.00% Kr085 5.09E-07 0.00%

濃縮度 2.65 wt.% 濃縮度 2.65 wt.% 濃縮度 2.65 wt.%
燃焼度 0.91 GWd/t 燃焼度 3.25 GWd/t 燃焼度 6.21 GWd/t

A2値比合計 1.57E-03 Bq/Bq/1gU A2値比合計 7.81E-03 Bq/Bq/1gU A2値比合計 2.18E-02 Bq/Bq/1gU

核種 A2値比/1gU 寄与 核種 A2値比/1gU 寄与 核種 A2値比/1gU 寄与

Pu239 1.13E-03 71.5% Pu239 3.52E-03 45.0% Am241 9.80E-03 44.9%
Y_090 1.19E-04 7.56% Am241 1.96E-03 25.1% Pu239 5.69E-03 26.1%
Sr090 1.19E-04 7.56% Pu240 9.18E-04 11.8% Pu240 2.62E-03 12.0%
Pu240 8.24E-05 5.24% Y_090 4.09E-04 5.23% Pu238 1.07E-03 4.88%
Cs137 6.64E-05 4.22% Sr090 4.09E-04 5.23% Y_090 7.48E-04 3.43%
Am241 4.78E-05 3.04% Cs137 2.37E-04 3.03% Sr090 7.48E-04 3.43%
Pu238 9.43E-06 0.60% Pu238 2.21E-04 2.83% Pu241 6.90E-04 3.16%
Pu241 3.39E-06 0.22% Pu241 1.39E-04 1.77% Cs137 4.51E-04 2.07%
Sm151 1.63E-07 0.01% Sm151 4.02E-07 0.01% Am242m 2.21E-06 0.01%
Th231 1.02E-07 0.01% Kr085 2.94E-07 0.00% Cm244 1.91E-06 0.01%
Kr085 8.56E-08 0.01% U_236 2.46E-07 0.00% Am243 1.13E-06 0.01%
U_236 7.31E-08 0.00% Np237 2.19E-07 0.00% Pu242 8.01E-07 0.00%
Np237 4.48E-08 0.00% Am242m 1.37E-07 0.00% Np237 5.43E-07 0.00%
Th234 4.03E-08 0.00% Eu154 1.02E-07 0.00% Kr085 5.36E-07 0.00%
Tc099 1.78E-08 0.00% Th231 9.17E-08 0.00% Sm151 5.27E-07 0.00%

濃縮度 2.96 wt.% 濃縮度 2.96 wt.% 濃縮度 2.96 wt.%
燃焼度 0.91 GWd/t 燃焼度 3.25 GWd/t 燃焼度 6.21 GWd/t

A2値比合計 1.44E-03 Bq/Bq/1gU A2値比合計 6.88E-03 Bq/Bq/1gU A2値比合計 1.89E-02 Bq/Bq/1gU

核種 A2値比/1gU 寄与 核種 A2値比/1gU 寄与 核種 A2値比/1gU 寄与

Pu239 1.02E-03 70.8% Pu239 3.24E-03 47.1% Am241 7.83E-03 41.5%
Y_090 1.20E-04 8.32% Am241 1.51E-03 21.9% Pu239 5.34E-03 28.3%
Sr090 1.20E-04 8.32% Pu240 7.76E-04 11.3% Pu240 2.28E-03 12.1%
Pu240 6.75E-05 4.70% Y_090 4.13E-04 6.01% Pu238 8.98E-04 4.76%
Cs137 6.64E-05 4.62% Sr090 4.13E-04 6.01% Y_090 7.61E-04 4.03%
Am241 3.54E-05 2.46% Cs137 2.37E-04 3.44% Sr090 7.61E-04 4.03%
Pu238 7.69E-06 0.53% Pu238 1.83E-04 2.66% Pu241 5.52E-04 2.92%
Pu241 2.51E-06 0.17% Pu241 1.07E-04 1.55% Cs137 4.51E-04 2.39%
Sm151 1.65E-07 0.01% Sm151 4.14E-07 0.01% Am242m 1.65E-06 0.01%
Th231 1.14E-07 0.01% Kr085 2.97E-07 0.00% Cm244 1.14E-06 0.01%
Kr085 8.60E-08 0.01% U_236 2.52E-07 0.00% Am243 7.40E-07 0.00%
U_236 7.39E-08 0.01% Np237 1.99E-07 0.00% Pu242 5.79E-07 0.00%
Np237 4.04E-08 0.00% Th231 1.04E-07 0.00% Sm151 5.50E-07 0.00%
Th234 4.02E-08 0.00% Am242m 9.70E-08 0.00% Kr085 5.45E-07 0.00%
Tc099 1.78E-08 0.00% Eu154 9.20E-08 0.00% Np237 4.99E-07 0.00%

CASE7 CASE8 CASE9

CASE1 CASE2 CASE3

CASE4 CASE5 CASE6
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図 A1-1  A2 値比の寄与核種 
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表 A1-2  A2 値比の評価結果 

 

図 A1-2  A2 値比と濃縮度の相関 

 

図 A1-3  A2 値比と燃焼度の相関 
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図 A1-4  輸送量 30g を仮定した時の A2 値比結果 
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年）
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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